
136.昭和59年度
県指定文化財の紹介

その 1

建造物
1.西教寺本袋 一似 江戸1I，¥i代(活文4年)

4行行七|問、梁間六IHI、-fl氏、入I社屋造

IfMl三11目、 4~上L孫 、

m而'~~;:;;:I!付属

[1ft 陳礼 一枚

I:JJI!:ie文也|己米年六月有.日の犯があるもの

こけら似二枚

ir.文二年六月間日の記があるもの

元文三戊今年の紀のあるらの

野J似反 一枚

m，(I，の犯のある Lの
絹子口 一例

党主Eニ織巴八月"'t;1Iの箆舎があるもの

向芥留l.:JL 二例
大津市坂本本町西教寺

回数主与のI也は砥15E1F三好干の中で検川に所属し、第十
八世その天台 1毛主~!ぶ大f.ïp ( 

912-985) が念押1)の~iI!!.と

して|視さ、ヌ:rlJ]18.q~( 1486) 

点蛾ヒ人が入みしてき拾えた

ヒいう.

災{tの*~:i: l:l.判以16 .11'- ( 

1731 )の起て、花火4!f. ( 

]739)に上保して、 l，iJJfの
f火には一応の併lおをみる。

このときの屋総iよ応急的な

「こけらてj'Jであって、内

部造作、給制。jの一部およ

び建5しなどは未完成であっ
た。 'tl延 2.ip( 1749)に1:1.凶

作i を本瓦に芥き t~えるが、

前記内部造作などは依然と

してそのままであった.安

水 3!f(1774)にいた弓てtt~ 

23欄に桜~~を取リ付It 、

同4年に内部のヲモ#が狼られて、ょうや〈朱完成都分

が主主Iiiiさ iLt.ニ。

本~I孟桁行七!日1、梁1111六 IIlJに切目 織を週し、 A而に

三簡の向拝がつく.ff間にl;t.l行行ーItll、1器開ー聞も こ

しイオの現主主が抜紙する。

栓{ま向符と~1rl:を 111般にするはか rl 、すべて円料、

1ftlJ狙りの子lurはリ任後形を入札、則将[Sには綜をI限リ台輸

をのせる。組物Il，LUMlにして、 'IJliilj えに 1!~JJ立を入れ 、

粁支!I溢をつける。 ~IHiニ 'liTグ)~'Íf~木、[íHNは 入母昆.ìE

の本瓦張。安飾りは由I泌をこtr(に奴Wi~JJ史、大飯束な

どを巧みに取り入札て、 !jgやかにtifliっている。

柱同袋fEはA凶iの中央[，:[聞がW8戸、両端tmが羽{戸.
嗣111~[街は前二11りの外島!tにあたるHllfJlJ'浦戸、次のrHJか

ら械Ji!f戸、部戸、伐r.'f}-iを交互にWlえ、枇f主総IfHに火
頭~を入れてjfr世らしいt，V! えをみせる.

内部は前二聞を外陣とし、内外~I(境の中央二本の殺

を省略して三間当記・けi注しの大壷[なさを入lL、虹後下に壮

観な十六iii~~の糊11刊を入れる.内部ttlJ 肉米粍を除い

てすべて天井をt:t過して小bH淀を';1:ける。内陣t孟四天
t主をたてm弘、境を.iJtrt、H.上には三千先.'1十Jtを組み、
尾~木，~にM15な箭i頒を彫る.問夫牧と河嶋f"壇の主主

頭には金制巻の彩色を砲し、虹努:m~ñ氏、台始、組物

パ/

西教寺*~ま 正側面会衆
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など 1': 干'l~彩色の文微を~It'，さ.:~(f付キ荘厳にしている，

県下のj!i:ilト{命'主;のち・かでI;J.礼阪地、A1~大で材質、 ~:I乏

が72れていることて'I:U:i!桁のものである。十八世紀の

天台宗本予:の発送した平前、大，~・1a~の f~越した木工

技術を知るうえでlim~なものである 。

2.観音寺本堂 -1夜 江1;11年代(iE徳5年)

桁行五1:目、汲1111h.l問、 -if(、入母校j主

仲H-ji-IIII、伐瓦j~、 i'f l而-HIJ軒下~lWI付

j反1ll111lUJ米町初日 程1I.音寺

ll/，'ì~' ..，'j; 1;1.天白:jiに凶し、千下級1Tを本仰とする。.iE

しくは伊自立山統計必IJH:といい、その始まりは伊吹

111'ゃにあって. I;~~ I~'!j 、太平、 L~I己の三舟守とともに伊

吹山1'1.]均等の一つであったが、百:Jじ年間(1259-1260)
に現i]ei也に彬リリ:J"以年111]から';1、安年|日1にかけて寺観を

綬えたという。

:J;J!1'，;の本11: は~ Ij. ・9ヰ~L! úì似ニよれば、正1~4 ?f.( 1714)に

li工し、地元の大寸て似i知;o;trll.J.¥.只1ftiによって同6il'-( 
1716)に竣工した。

尚'をlEITiiにして辿ち、 lli物{よ桁行五問、梁|間五問に
背面一間.iJJlリの';IHllしを粁ドにっくり、!!ば正方形の

iド l耐になっている。内側っさ ~J1-1ままえλ担当し、.if.百{に-

r"~の rúJ祥をつける. fI'J-t.f.ル除〈肢はすべて阿佐で、恨1

4主頂部にt~ を i良リ、 ùfiI'l'を虹縫形 ('/干前li顕1'1')にし

て台輸をのせる.組物1;1出組て'中協に袋般を入il、軒
支給をつける.野はこ軒の著書荒木である。長銀l土入母

屋造、連立11年lij辺-Lrであったが、明治元年に現ず£の伐

瓦長に改められたo Ji飾リ 1;1ニーn虹渓とする.
t主l旬袋iri11.iE iuiがJi問とも伐I;!f戸、!両側面は前よリ
君臨戸、仮服、調I戸を交ll!.:j持え、書1凶問が中敷居を入
tlf.ょ板戸当 li主、 1針金端Ilij(;t.)協 fi~ p.11fしを附書院風に殺の

kに 11~ 1) :おした特Y4な.0:陀{こしている.背而l;t中央に

絞崎戸を桃えるほかは~1ilit.にする"

内部(!lî~~年リーlllliWりを外側とし、

後方四1111のうちm行よリみて'1'央三
間を内向l、 II~j)協の ' 11I~を J~似I( とする。

内耳11の有7行における.1'1:1!側伐IIJjと、
< ， .jß ったとニろに必てるj!l:ilt(I~) な

千~を月1 いている。

内外陣地，(;1;村:.li!iに院をとリ 1今輸を

まわして組物、直下Jlíl:をfI~1制りと同じ

ように梢える . 内法に I:t.良 ~lp をつけ

各性問を側tttjで自信る。内i1;下{ま開般

にするが中央三t:'.1 と内側、 H品開ii，~I;t

{忠、結界を設ける.'I'f前側通 1)の中
央には二4:の米迎伎をたて僧京銀Jft

弥峰をi主り付けてN.f子をJ:i< 0 来i!l!
柱上の組物li三王手先iこ厄A木を入れ
た妥I{f;なιのとし、位、lIfil'f、長t旬、

来迎t:~ などを全箔で飾品" 1，1，jJ協HI，tjllよ・斤而の軒下氏に
偽埋まを取リ込み、!Ulluuにはtまの卜.に突き:tlしたj:lUH淀
肢の脇{感闘を桃える.

内隊、脇陣{主主よ級友給をj.!IL f.'t1H企天井とし、 'I'Mi、
内向i境の天井からA:il下がる火自民形の':enuの同;~l11iÆ 
巻である . 外回(1ま{E.fIi支給にS章夫n を ';l~ リ 1砲の給がか

かれている。

この本立はお111m芯:脱がf;;ll、なかでむ彫刻iの安楽さ

は県下のjir也ーを代J:r.する1i11l1';止てある。 rN興記3丸
にょうて大ユこt!l!後、 J~;刻守;の作おかl明らかであリ当日与

の建築過f，~を4切るうえで虫裂なむのである .

絵画
，.論革審注弘治語i造語 -Uii (3附It刊に)

文保三11'-の 1~11'è がある

争斜紳l'll附II川時l日時1なf川i澗仰刊~Ih木dI.洲Jf，脈』以i、"干W問f行l師町H町1大，乍;F:h1!「り'lj9
本奇私紙i氏t 縦l日10.3仇CII刷1 t悦b此i5臼2.4ωCsI1羽l 

t~i*者色拍I" IIM袋( -/oII!-$，!il 

IHl fJ<に坐す ~Ir. j討を幽|“に人さ〈陥< 0 Il!iをふr:(1:'1か

つて右)に向け、茶i也の納1xに~g主をつけ、有千三に竹

箆を持ち， /x:乎は常をIflJいで桁を11をく 1111げる。ド-)'jに

11踏床の上に-ttの告を決す.
雨前上部のt(から約翁1ti倹のl'jj象であるニとがわか

る。

{説明 ) 鎌倉時代の除~i行の向m、約ff.iW倹(1244-1320) 
の誌記である.約翁 t主、記録-!j:のiWì'~道併に師事し、
後に入宋し、対側後I卓、絡むのNIIJ'，l.'i'， 徳氏.~" 、京t~

の建仁.i'. j'釘筒ji与なとの0:純1'6正ff:した。l馳1n耳、後

三宇多上 51の帰依をそ2・け、生lÎíjに 1~， ~(tmMjのすをn品ヮて

おリ、 ~n.に政三.?I乙光らかいる。

図{手首長に惜し、 4王子に吋説を持った令身像で、ぶ

J也の納衣に~裟をまとう. I勾 ~Iil淘色に t会け、|曲;J~i.jの

録音寺本堂 五側面会最
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2去を期いてr.lji

の諮厳なおも

かげをよくf前

写している。

閥而上部に、

応仁め百しをiJJf

けて氷ifJ;i苛=に

疎開中であっ

たii山俗、航
.λI.tl' ~Å 

川双三(J429

-1493)の賛

があり、ヌ:t円
2 fj::(l470)に

村井(日野町)

の索珠l奄にね

ける供養のた

めに本悶がf怖

かれたことが

知られる。

寂!iH針去、

およそ百年1主

総本箸色寂室元光像(清源寺) の際相である

が、永 ilf; [寺に税1'fする ~~jã寂怠和尚坐像(重要文化財)

と比較して L十分に肖{針金があり、数少ない寂室元光

の仔i相として節目fi世は荷iい。

彫刻

1.示謡屯議香語五福(若宮神社地蔵堂安置)

一期~ 平安i時代

近江八幡市北は岡田T尖嶋神社 ・誕iit;4411制:
i象潟 178.2cIn 

頭部同I質 ・ 内去最彩。判会主2環状。三i萱刻 11~1 (1 翁衣 li

;{:i屑から右腕にかかる帰結を精し、大衣lま左肩をおお

， " 右眼下をめぐうてi.-<'1fl品を左背jl[lJ)Jに主ーらす匂 1ζ手
f;J:儲'を!I時(Tjij1Jにr111げてA::下し、錫i火を執る。右手!.J'，
JiiH与して'吹をfflJぎ宝珠をのせる。肢をややti.に捻リ、

jllljJiをfoijえて立つ。

台座は三重巡若1f;@、光1'rlまl愉光背(とらに後補}。
(説明)大鳴神社・J奥津嶋事1ft土の米社、若宮争tf社に|採殺

する地蔵盆に安託されるi象て¥地元では1也統ミ芸員産とし

て俗1fllされている。頭部を同頂とし、布手をt曲げて玄f
務1;を執り 、ti.手{主体1P'IJtニ添って下げ錫杖を撮る姿て¥

通形のぬ殺を?践の手の伎鑑と 比べると、 1r.右が逆にな

っているところに特徴がある。

構造iま3貰休を過して絵かと忠、われるー材から彫成し、

{象1去から三道下あたリまで、 3 ろ (~ì同)がある。かそ

らく由緒ある鑓水から彫成したものであろう。休部は r 

幅広く間早?の張りも充分であり、 JJ旬、服、燃の肉付き

かたいへん設かで、笑に豪快である。下l腹のあたりに

総本箸%約翁徳{食像(永源寺)

州 iから食箔を品同、いわゆる義訟の技法を駆使し、

川和な之似の安をよく表している。問}商上需品。〉自賛か

ら文{泉 3 .q三 ( 1319) 、 75i授の J手 f~，であるニとがIV1 ら かで

あり、わが倒に現存するT射干|のなかでも特に注目さi.L
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2 (妥|町IIJJ代)

也、.ItA L 

I古il(，[吋・

司王{~~ *1A90. 7cIll til[37. 2cm 

まii木干干色 HI幅袋 (-~ill-会!ì )

[111決に坐す神{討をl凶I伺に大きく焔〈、顔を右(lí~ か

つて友)にli，)It、的衣のよに袈裟をつけ、右手に特誌

を持ち、左手{ま挙をつくる。下)Jに餓!ぷを巡号、 T去を

のせる。

側関上告1)にお?川紫三の貨があリ、本I濁が絞*7[:光の
l当i3iて。あることカずわかる。

印刷 )永源寺の開lLl、 彼家元光(1290-1367)のi査結
であ る。絞3':1土笑{乍i."WI(1苅山県)に生まれ、 16燥で

鎌合の神輿ミ干の話器揺議』こ削峨し、元光の名をうけ、

1去に元にがit1) 、 ;l;~;ií~1*に謁し 、 絞室の号を得た。 H免
.q~の勝安元年(1361 ) 、佐々木民~TI(着i浪芸)の帰依を
うけ、向リザの地にik源寺を開き 、京者[1 天竜寺、鎌倉
.ー慾長 1f->j，ど多くの .t，利からのJ寄与を図 A干して永 i)~~.. ~正

にf'iJまり 、RhH年 9月l目、78歳で示寂した.設号
I;J: IUlP，!f¥機師。

図lま、将策を持ち、f陶誌に坐す全身{象で、節税は紛|
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U'}・形の衣文を袋飾的に炎し、それがI，LjnqJの問を流れ

Y::r-Jf~の衣文をつ〈る .この ようなところは、奈良 ・

元興与の築制知米立像(1重l::h)の作風に通じると ころで、
全体に平安時代初頭(九i!!:紀)に磁行した一木彫像の符

色が顕著である.

たが、l1lJ京な休部に比べ、鋭部11後世に乎が入札

迫力に欠けるうらみがある.造{象当初の頭部が如来形

であったのか、.a:~年形であったのか、今となっては明

らかにできない点は残念なニとである。

2.呆語普遍説正信 一躯 平安時代

"P釘滞石郁町大字東寺 室等寺
1%1高 156，Ocm

委答を紛い、ヲモ冠台下のj血~ 1J:"é紡制~ 1)とする。自

主舌相(亡失)。耳4住環状。三i立1I，f~出。条市 、 ヲミ衣をつけ

下半身に袋をまとう。左手I~J吊??して第 1 ・ 3 ・ 4 指

をì.~じ、.{;・手はi才を脈< IUIげて持物を執る.I援をやや

友に捻って低立する。

台'*，ま三lllJ辺都ffi(後111i)。

(ff見明)長 kr~j'4正念(田宮)の後I俸に安澄される像で、

近年までは阿弥陀2~4二丈六の阿弥陀如来坐像(jlí:奨文

化財)とともに安i伐されていた.左手を上げ、右手を

下げて建議を持つ安て、 J也花ては翠級官と称している

， ー. ..;-一二~
't ';' i 
t.A 

木造地蔵苔湾立像 木造十一面観音立像

(大織 ・奥望書偽神社) (自選寺)
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が、観音の探;践がないので、幸子隣j修:u:1象と呼ぶのが穏

当であろう;絵材の喜子木造リ.m体を過して、体f.iJで
前後にこ村を寄せ、三逃下てv民体を00リ荷量し、内制り
を泌す俗iきである.後箔仕上げで、目を彫限とすると

ζろは古憾である.而貌 ・姿態とらにf1!やかで、平安

時代後期の芸員長{撃の線本nを示しており、 1-二世紀の制
作と考えられる.

3.米選平二酋最善玉弘 一般 平安時代

甲賀都土山町大字品主品 百蓮寺
{象高 170.3cm(頭上商を除<)

受雪量を結い、頂上に仏而、 j血後上に十f閃の小商を表

す。夫冠台下の池袋'J:まばら I，~~リとし、工:r?t~環状、三

追を彫出する。 4浜市をつけ、 7く衣{れI.jfi1から虫干・し、

間的縛在日内1)1IJにて反転し、体l111Jに.illULる。下半身に裳

(折返し二段)をつけ、:tl:符~f)<1I可込め 'F にかかる。 1E手

lま凶惜して花瓶を織り、布手li曜を<r削げて:il1}下し、省主
を前方。に向けて産品中止を執る。

台~I立四f主r!ß~1.iふ光?干は輸光1~ (1毒事前)。

(説明)密政に仏面、夫元t台上の池袋lニ十耐を載さ、
もけu・， c.c. ... 
条自 ・天衣をかけ、 1正手をIUllrて花瓶を執り、右手は

丞下して直立するi歯形のト一節税ff伶で、荷j脇に不動

明王立i量・箆沙門天立f主を従えているところから、天
台系寺院に舵られてきたことも巧・えられる.

皇民体を通して必の-uから彫成する Lので、像底力、
ら体m.に添って、{象台の総までを前後に剤。}縫し、さ
らにliII苦誌を両耳の後で弘前f長t-:I品リ、それぞれ内幸IJ1)を

木造筈麓形立像(l畏舟寺)

泌す縞iitから

なリ、梁地{上

Ul'、自を彫
11日とする.

ふうくらと

した傾に-l;IJ1L

l去の ~I を炎し 、

犯やかな I:j~ り

11と、 1Mきの

ない体勢、，長

、、衣文:などは、

-1，1佐古':'11.安11与

11:. b終 1)1': i!i: 
いよろ(十二

ilt~~) のft;11作

で干あるニとを

物語勺ており、

守身の f'-'if，i

主ln干のf~品と

してi.:i:.1-IきIL

-る.


